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2021 年 10 月 28 日 

各 位 

会 社 名 東日本旅客鉄道株式会社 

代表者名 代表取締役社長 深澤 祐二 

（ ｺｰﾄﾞ番 号  9020  東 証 第 一 部 ）

問合せ先 広 報 部 長 土 澤  壇  

第２四半期累計期間業績予想と実績の差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

2021 年４月 28 日に公表いたしました 2022 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実績

に差異が生じましたので、お知らせいたします。併せて、2022 年３月期通期の業績予想について、下記

のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１ 2022年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績の差異（2021年４月１日～2021年９月 30日） 

（１）連結

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,083,000 

百万円 

1,000 

百万円 

△28,000

百万円 

△52,000

円 銭 

△137.84

実績値（Ｂ） 877,840 △115,891 △136,275 △145,209 △384.93

増減額（Ｂ－Ａ） △205,159 △116,891 △108,275 △93,209

増減率（％） △18.9 － － － 

（参考）前年同四半期実績 
（2021年３月期第２四半期） 

787,297 △295,288 △335,543 △264,379 △700.82

（２）個別

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

775,000 

百万円 

△5,000

百万円 

△18,000

百万円 

△34,000

円 銭 

△90.04

実績値（Ｂ） 625,602 △104,300 △112,568 △120,368 △318.77

増減額（Ｂ－Ａ） △149,397 △99,300 △94,568 △86,368

増減率（％） △19.3 － － － 

（参考）前年同四半期実績 
（2021年３月期第２四半期） 

540,953 △255,502 △271,253 △196,928 △521.53
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２ 2022年３月期通期業績予想の修正（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

（１）連結 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,326,000 

百万円 

74,000 

百万円 

25,000 

百万円 

36,000 

円 銭 

95.43 

今回修正予想（Ｂ） 2,057,000 △115,000 △160,000 △160,000 △424.13 

増減額（Ｂ－Ａ） △269,000 △189,000 △185,000 △196,000  

増減率（％） △11.6 － － －  

（参考）前期実績 
（2021年３月期） 

1,764,584 △520,358 △579,798 △577,900 △1,531.91 

 

（２）個別 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,677,000 

百万円 

37,000 

百万円 

0 

百万円 

25,000 

円 銭 

66.21 

今回修正予想（Ｂ） 1,491,000 △123,000 △155,000 △152,000 △402.54 

増減額（Ｂ－Ａ） △186,000 △160,000 △155,000 △177,000  

増減率（％） △11.1 － － －  

（参考）前期実績 
（2021年３月期） 

1,184,145 △478,535 △517,715 △506,631 △1,341.71 

 

３ 差異および修正の理由 

当第２四半期累計期間は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、2021 年４月から９月にかけて東京

都をはじめとした各地で断続的に緊急事態宣言が発令された影響などにより、お客さまのご利用が低調

に推移しました。その結果、売上高・営業利益・経常利益・四半期純利益（連結では親会社株主に帰属す

る四半期純利益）は、いずれも前回予想値を大幅に下回りました。 

 また、通期の業績予想につきましては、当第２四半期累計期間の業績などを勘案して、下方修正いたし

ます。 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異な

る可能性があります。 

 

以 上 


